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米
澤
英ひ
で

明あ
き

さ
ん
（
赤
滝
・
36
）
は
、
大
規
模
組
織
経
営
を
行
う
父

の
和か

ず

秋あ
き

さ
ん
（
63
）
の
下
で
、
昨
年
５
月
か
ら
大
豆
生
産
に
取
り
組

む
新
規
就
農
者
だ
。

　

高
校
卒
業
後
か
ら
自
動
車
関
係
の
会
社
に
勤
め
て
い
た
英
明
さ
ん

は
、
あ
る
と
き
農
業
関
係
者
の
方
か
ら
、「
親
が
も
し
も
の
と
き
農
業

で
き
る
の
か
」
と
問
わ
れ
、
そ
れ
ま
で
家
の
農
業
の
手
伝
い
を
し
た

こ
と
が
無
く
避
け
て
き
た
が
「
父
も
脱
サ
ラ
し
て
農
業
を
確
立
し
た
。

自
分
も
中
途
半
端
で
な
く
、専
業
で
や
っ
て
い
こ
う
」と
就
農
を
決
意
。

会
社
を
辞
め
、
父
が
行
う
生
産
部
門
（
水
稲
36 

ha
、
ソ
バ
39 

ha
、
大

豆
26 

ha
）
の
う
ち
大
豆
部
門
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
農
機
具
の

扱
い
方
な
ど
一
か
ら
教
わ
っ
た
。
２
年
目
と
な
る
今
年
は
や
っ
と
仕

事
の
流
れ
が
分
か
っ
て
き
た
と
こ
ろ
だ
と
い
う
。
ま
た
、
町
の
農
業

振
興
青
年
ク
ラ
ブ
や
新
規
就
農
者
の
集
ま
り
で
、
同
世
代
の
仲
間
と

情
報
交
換
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
農
業
に
対
す
る
偏
見
も
な
く
な
り
、

「
覚
え
る
こ
と
も
多
い
が
様
々
な
こ
と
を
試
し
て
み
て
結
果
が
出
る
と

楽
し
く
、収
入
を
上
げ
る
の
は
自
分
次
第
だ
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
。
今
年
４
月
か
ら
は
農
業
経
営
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
、
い

わ
て
ア
グ
リ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
て
い
る
。

　
近
い
将
来
の
目
標
は
、「
前
職
の
経
験
を
生
か
し
、
積
極
的
に
新
し

い
機
械
技
術
を
取
り
入
れ
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
作
業
を

効
率
化
す
る
こ
と
。
最
終
的
に
は
法
人
化
し
、
定
休
日
な
ど
も
設
け

て
会
社
経
営
を
行
え
ば
、
雇
用
も
生
ま
れ
、
若
い
人
た
ち
の
農
業
者

が
増
え
、
農
業
の
高
齢
化
が
阻
止
で
き
る
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
農
業

者
の
地
位
を
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
意
欲
を
燃
や
し
、
目
を
輝
か
せ

て
い
る
。

組
織
経
営
か
ら
法
人
化
し
、

若
い
農
業
者
を
増
や
し
た
い
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町
の
農
業
委
員
会
で
は
、
６
月
24
日

か
ら
７
月
12
日
に
か
け
て
、
農
業
委
員

会
協
力
員（
農
事
実
行
組
合
長
）の
ご
協

力
を
頂
き
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
に
よ
り
全
９
班
体
制
で
農

地
利
用
状
況
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

調
査
の
内
容
は
、
町
内
す
べ
て
の
農

地
を
対
象
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
な
い
、

遊
休
農
地
や
遊
休
化
の
恐
れ
が
あ
る
農

地
を
重
点
的
に
確
認
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
他
、
申
請
ど
お
り
に
農
地
が
利
用

さ
れ
て
い
る
か
、
違
法
に
農
地
を
転
用

し
て
い
な
い
か
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
で
も
、
新
た
に
遊
休
化

や
再
生
利
用
が
難
し
い
と
思
わ
れ
る
農

地
が
確
認
さ
れ
た
一
方
で
、
昨
年
ま
で

遊
休
化
し
て
い
た
農
地
が
今
年
は
地
域

の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
き
れ
い
に
刈

り
払
い
し
保
全
管
理
し
て
い
る
農
地
、

作
物
が
作
付
け
さ
れ
適
正
利
用
さ
れ
て

い
る
農
地
な
ど
遊
休
化
が
解
消
さ
れ
た

農
地
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

 　

 　
　

農
業
委
員
会
で
は
、
今
回
の
調
査
結

果
を
も
と
に
再
生
が
可
能
な
農
地
か
を

判
別
し
、
再
生
が
可
能
と
判
断
し
た

も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
有
者
（
耕

作
者
）
に
対
し
て
今
後
農
地
を
ど
の
よ

う
に
利
用
す
る
の
か
（
①
自
ら
耕
作
す

る
、
②
農
地
中
間
管
理
事
業
を
利
用
す

る
、
③
誰
か
に
貸
し
付
け
る
等
）
利
用

意
向
調
査
を
行
い
、
地
域
の
中
心
的
担

い
手
へ
の
農
地
の
貸
付
け
等
、
農
地
の

効
率
的
な
利
用
に
つ
な
げ
て
い
く
よ
う

指
導
・
助
言
し
て
い
き
ま
す
。

農
地
の
適
正
な
管
理
と
有
効
利
用
を
お
願
い
し
ま
す

御
所
地
区

　

不
耕
作
地
と
な
っ
て
か
ら

１
～
２
年
経
過
し
一
面
に
雑

草
が
生
え
て
い
た
が
、
集
落

の
担
い
手
と
農
業
委
員
と
で

再
生
。
今
年
か
ら
農
作
業
受

委
託
に
よ
り
水
稲
作
付
。

平
成
30
年（
Ⅰ
号
遊
休
農
地
※
Ⅰ
）

今
年（
耕
作
）

御
明
神
地
区

　

圃
場
一
面
が
柳
で
覆
わ
れ

て
お
り
再
生
困
難
な
状
況

だ
っ
た
が
、
２
年
間
に
わ
た

る
集
落
で
の
共
同
作
業
に
よ

り
再
生
。
今
年
か
ら
所
有
者

が
保
全
管
理
中
。

平
成
29
年（
非
農
地
※
２
）

今
年（
保
全
管
理
）

※ 1　1 号遊休農地→ 1 年以上にわたり農作物の作付けが行われておらず、今後も農地の維持管理や農作物の栽培がおこなわれる見込みがない農地
※ 2　非農地→森林の様相を呈しているなど農地に復元するための物理的な条件整備が著しく困難なもの

今年の調査で再生が確認された農地（一例）

農
地
利
用
状
況
調
査
（
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
）
を
実
施

農
地
利
用
意
向
調
査
を
行
い
ま
す
。



令和元年10月　 しずくいし農業委員会だより3

　

県
内
市
町
村
農
業
委
員
会
と
県
農
業

会
議
は
、
５
月
27
日
、
午
前
10
時
か
ら

衆
議
院
第
１
議
員
会
館（
東
京
都
）
に

お
い
て
、
県
選
出
国
会
議
員
に
対
し
て

「
農
業
施
策
の
充
実
に
か
か
る
要
請
」を

行
い
ま
し
た
。
昨
年
の「
岩
手
県
農
業

委
員
会
大
会
決
議
事
項
」
の
う
ち
実
現

し
て
い
な
い
も
の
や
充
実
強
化
が
必
要

な
も
の
、
農
業
委
員
会
や
経
営
者
組
織

の
意
見
を
踏
ま
え
、
緊
急
度
の
高
い
新

た
な
項
目
に
つ
い
て
、要
望
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、「
農
地
等
の
利
用
の

最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
事
項
」
と
し

て
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
に
向

け
た
支
援
、
農
地
中
間
管
理
事
業
や
農

業
生
産
基
盤
整
備
の
充
実
強
化
、
円
滑

な
農
業
経
営
継
承
・
統
合
を
一
元
的
に

進
め
る
支
援
策
の
創
設
な
ど
を
要
望
す

る
と
と
も
に
、
こ
の
度
の
農
地
中
間
管

理
事
業
５
年
後
見
直
し
関
連
法
改
正
に

伴
い
、農
業
委
員
会
組
織
の
業
務
が
質・

量
と
も
に
増
大
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

「
農
業
委
員
会
組
織
に
対
す
る
支
援
の

充
実
」を
訴
え
ま
し
た
。

　

要
請
内
容
等
に
関
連
し
て
、
地
域
の

現
状
や
課
題
に
つ
い
て
提
言
し
、
議
員

と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、同
日
、午
後
１
時
か
ら
東
京
都・

　
遊
休
農
地
は
周
辺
農
地
に
悪
影
響
を
及

ぼ
し
、
そ
の
解
消
に
は
多
額
の
費
用
を
要

す
る
こ
と
か
ら
、
農
地
の
適
正
な
管
理
に

よ
り
、
遊
休
農
地
の
発
生
を
防
止
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
個
々
の
農
家
の
止
む
を
得
な
い
事
情
に

よ
り
農
業
生
産
活
動
が
出
来
な
く
な
る
場

合
に
備
え
て
、
地
域
ぐ
る
み
の
発
生
防
止

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

　
地
域
共
同
で
行
う
、
農
業
の
多
面
的
機

能
を
支
え
る
活
動
や
、
地
域
資
源（
農
地
、

水
路
、
農
道
等
）
の
資
質
向
上
を
図
る
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

　
農
地
法
面
の
草
刈
り
や
水
路
の
泥
上
げ

な
ど
の
保
全
管
理
、
共
用
設
備（
水
路
、

農
道
等
）
の
軽
微
な
補
修
や
老
朽
化
部
分

の
補
修
等
の
作
業
に
対
し
て
一
定
額
が
支

払
わ
れ
ま
す
。

　
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

　
農
業
生
産
が
不
利
な
中
山
間
地
域
に
お

い
て
、
集
落
等
で
農
地
を
維
持
・
管
理
す

る
取
り
決
め
と
な
る
協
定
を
締
結
し
て
行

わ
れ
る
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　
農
業
生
産
活
動
を
継
続
す
る
た
め
の
活

動
、
体
制
整
備
の
た
め
の
前
向
き
な
取
り

組
み
に
対
し
て
一
定
額
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

事
業
に
関
す
る
問
い
合
せ
先

　
　
　

▼
町
農
林
課

☎
０
１
９

－

６
９
２

－

６
４
９
２

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
と

解
消
に
つ
い
て

３ 月 ４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月

農地法第３条（農地の貸借・売買） 4 2 2 1 2 1

農地法第４条（農地の自己転用） 1 1

農地法第５条（売買・貸借による転用） 4 2 1 4 2

農地利用集積計画（農地の貸借・売買） 23 12 5 2 4 6

農地法適用外証明（農地ではないことの証明） 2 2

月 葬祭費 会費、お祝い

５ 月 １件 5,000 円

８ 月 １件 5,000 円

【会長交際費とは】
会長が農業委員会を代表し外部との交渉、情報収集、
町政協力者への謝意を表すために係る経費で、会費や
香典などです。

農業委員会総会審議状況 （件） 情報公開
●会長交際費執行状況
   会長交際費内訳（平成 31 年 3 月～令和元年 8 月）

県
選
出
国
会
議
員
に
農
業
施
策
の
充
実
に
か
か
る
要
請
活
動

並
び
に
令
和
元
年
度
全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会
出
席
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
業
委
員
会
会
長
　
岡
　
森
　
喜
与
一

文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
、（
一
社
）
全

国
農
業
会
議
所
が
主
催
す
る
「
令
和
元

年
度
全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会
」
が

開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
２
０
０
０
名
近

く
の
市
町
村
農
業
委
員
会
会
長
等
（
本

県
参
加
39
名
）が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は「
食
料
・
農
業
・
農
村
政

策
の
強
化
に
向
け
た
政
策
提
案
」、『「
地

域
の
農
地
を
活
か
し
、
担
い
手
を
応
援

す
る
全
国
運
動
」
を
推
進
す
る
た
め
の

申
し
合
わ
せ
』、『「
情
報
提
供
活
動
」
の

一
層
の
強
化
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
』

を
決
議
し
た
ほ
か
、「
農
業
委
員
会
活

動
の
実
践（
地
域
の
話
し
合
い
活
動
等
）

を
踏
ま
え
た
決
意
表
明
」
を
岐
阜
県
高

山
市
ほ
か
２
市
の
農
業
委
員
会
会
長
が

発
表
し
ま
し
た
。

地
域
・
集
落
で
遊
休
農
地
の
発
生

防
止
と
解
消
に
活
用
可
能
な
事
業
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編

集

後

記

　

暖
冬
や
春
先
の
底
冷
え
等
で
心
配

さ
れ
た『
冷
害
』は
何
処
へ
？

　

稲
穂
は
み
な
頭
を
下
げ
て
い
る
よ

う
で
安
心
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
台
風
な
ど
の
被
害
が
及
ば
な
い
事

を
祈
り
ま
す
。

(

編
集
委
員
　
小
赤
澤
　
悦
　
子)

　

気
象
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
て
し

ま
い
、
国
内
外
で
自
然
災
害
が
頻
繁

に
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
集
中
豪
雨

等
に
よ
り
住
宅
は
も
ち
ろ
ん
田
ん
ぼ

や
畑
も
大
き
な
被
害
に
遭
っ
た
事
は
、

こ
の
地
域
で
も
経
験
し
て
お
り
ま
す

ね
。
温
暖
化
に
よ
る
北
極
圏
の
氷
河

の
ス
ピ
ー
ド
減
少
、
ア
マ
ゾ
ン
森
林

火
災
、
海
洋
や
大
気
中
の
マ
イ
ク
ロ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
等
、
人
が
生
き

る
た
め
の
課
題
が
山
積
み
で
す
。

　

そ
の
中
で
農
地
を
守
り
続
け
る
た

め
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
話
し
合
い

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
話
題

に
な
っ
た
ら
耳
を
傾
け
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。（
自
分
で
で
き

る
事
、
他
人
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ

う
取
り
合
え
ず
田
ん
ぼ
の
草
刈
り
を

し
ま
す
。）

(

編
集
委
員
　
諏
　
訪
　
剛
　
郎)

しっかり積み立て、がっちりサポート
安心で豊かな老後の保証を！！

農業
者

年金
で

・
農
地
は
大
切
な
食
糧
の
供
給
基
盤
で

　
す
。
無
秩
序
な
転
用
に
よ
る
農
業
環

　
境
の
悪
化
を
防
止
し
、
優
良
な
農
地

　
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

・
許
可
な
く
転
用
し
た
場
合
や
、
転
用

　
許
可
に
係
る
事
業
計
画
ど
お
り
に
転

　
用
し
て
い
な
い
場
合
等
は
、
工
事
の

　
中
止
や
現
状
復
旧
の
命
令
、
罰
則
の

　
適
用
が
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

自
ら
耕
作
す
る
農
地
に
２ａ
未
満
の
農
業

用
施
設
を
建
て
る
場
合
は
許
可
を
要
し
な

い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
農

業
委
員
会
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

農
地
を
転
用
す
る
と
き
は

農
地
法
の
許
可
が
必
要
で
す

資材置場にした

建設残土の捨て場にした 農業用施設を建てた

青空駐車場にした

問い合わせ先　雫石町農業委員会事務局　TEL 692－6595

どなたでも
加入できます

◆ 農業者年金に加入すれば～農業者年金の受給額の試算

加入年齢 納付期間 保険料
納付総額

年金額（年額）
男　性 女　性

20歳 40年 960万円 77万円 65万円
30歳 30年 720万円 51万円 43万円
40歳 20年 480万円 30万円 25万円
50歳 10年 240万円 13万円 11万円

◆ 農業者の老後の生活の収入は、国民年金＋農業者年金が基本です！

高齢農家の生活費　　月額約24万円

国民年金の支給額　月額約13万円
（夫婦とも20歳から40年間加入した場合） 月額約11万円不足

農業者年金は、
① 国民年金の第１号被保険者で
② 年間 60日以上農業に従事する
③ 60 歳未満の方なら

どなたでも
加入できます

※通常加入で保険料月額2万円で加入し、65歳までの運用利回りが2.5％、65歳以降の予定利率が0.35％となった場合の試算です。
※運用利回りは、加入後の経済変動により上下します。制度発足以降の16年間（平成29年度まで）の運用利回りの平均は、年率2.89％です。


